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第 137回 三方眼吉典塾 (′ 18,3"15)

昌 新吾 (1536～ 1618)『 暉吟語J(その10)

喜に臨み、怒に臨み

(修身

(意訳) 大きな事件や困難な事件にぶつかったときに、 どの程度にそれを担えるかが分か

る。逆境や順境に臨んでは、 どの程度の度量を養 つているかが分かる。心が喜びや怒 りに

震 えるときには、 どの程度の修養 を積んできたかが分かる。大ぜいの人 と一緒に行動 して

いるときには、 どの程度の識見をもつているかが分かる。

(余説) どんな ときに何が試 され るのか、四つについて指摘 されています。 これは、人を

観察するだけでなく、自分が修養すべき指針について考えるよい機会です。

東 日本大震災・福島原発事故 とい う空前の大事・難事に遭遇 した某総理の行動が、いろ

いろと話題にな りま した。逆境ではす ぐにへ こたれ、順境になるといい気持ちになるなど

と心が揺れ動 くのは、心のレベルが低い証です。喜びそ うな場面なのに悟淡 としてお り、

怒 りそ うな場面に悠揚 としているな どとい うのは、平生によほど深 く修養 していない とで

きません。感情が爆発す ると、冷静 さを欠き判断を誤 りがちにな ります。集団で行動 して

いるとき、大勢順応や集団心理に流 されず、立ち止まるべきな ら敢えて立ち止ま り、進む
せつぜん

べ きな ら敢 えて進む とい う、裁然 た る識 見が試 され ます。

清明もまた十翁ぶ
らんことを要す。ただ 須 く蔵めて渾厚の裏に在 りて作用

落ご碁Ъ喜亀L』『ゝ:λ笑[T亀亀亀Lち室亀魯t覧[1し重電「‰
為す所以な り。 (修身 )

(意訳) 考え方や仕事上での能力は、十分に磨いておかなければならない。ただ し、それ

は内に秘めて
毬し

てヽヽゆつた りどつしりと構 えてい る必要がある。

昔か ら禍 を 蒙 ったのは、十人の うち九人までが優れた才能を持った人物だつた。 ゆっ

た りどつ しりとした人物で、禍を蒙つた者は未だに一人 もいないのである。

ところが、近頃の人を見ていると、ただ能力が鈍 ることだけを気にしている。これ こそ

愚か者 とい う以外の何者でもない。

(余説)世 の中には「あいつはや り手だ」と評 され る、優れた能力を有する人物がいます。

それは厳 しい現実にある現代においては有力な武器です。 どうしてそれを「内に秘めてお

け」なので しょうか。鋭い切れ味の刃物は折れるのも早 く、弱点も併せ持つています。ま

た、切れすぎる人物は周囲か ら警戒 されやす く、人の怨みを買 うことにもな ります。

呂新吾 とい う人は、高級官僚でもあつた人です。優れた才能ゆえに、足の引つ張 り合い

に会い、 自滅 していった人々を見てきて、このように感 じたのではないで しょうか。

もしくは、それは呂新吾自身の話だつたかも知れません。

(参 考)老子上篇 9「持 してこれを盈たすは、其の巳むるに如かず。希
み

てこれを鋭 くす
桑きんぎよく

は、長 く保つべからず。金 玉堂に満つるは、これを能 く守る莫 し。富貴にして嬌
とが  のこ    こう

るは
ぇぃ皇

ら
基ρ

咎を遺す。功遂げて身退 くは、天の道な り」

後漢書 「盈満の 咎 」 (満ち足 りてい る時は災いが生 じやすい)騎 り高ぶ りを戒める
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,                と                                                  ぃょ           ぃょ    :
: 3 心は常に操 らんことを要 し、身は常に労せんことを要す。心は念々操すれば念々 |

1  清明に、身は慰々労すれば慰々強健なり。ただ自ずから過ぐるべからざるのみ。 (修 身)|

(意訳)頭 は常に使 っていなくてはな らない。体も常に動か していなくてはな らない。

頭は使 えば使 うほ ど明晰になるし、体 も動かせば動かすほど強健 になる。ただ し、度 を超

さないよ うにだけは気 をつけなければならない。

(余説) このことは誰 もがよく分かってはいることですが、足 りぬなく、過ぎるなくとい

うバランスを保つことは意外 と難 しいのが現実です。論語には 「足 らぎるは過ぎたるに優

れ り」 とい う教訓 も事の本質を教 えています。 さらに、何かにのめりこんで しまって、場

合によっては思わず大怪我をす る恐れ もあ り、要注意です。

(参 考)論語 。陽貨 19「 子曰く、電
し
養終 日、心

負
用 うる所無 くば、鮭いかな。簿霙なる者

これ           なお や

有 らざるか。之を為すは、猶已むに賢れ り」

(老 先生の教え、腹一杯食べて、一 日中何 もしないでごろごろしているようでは、ま とも

な人間になるのは難 しいな。双六だの囲碁だの とい う遊びがあるではないか。それでもし

ているほ うが、何 もしないでいるよりはまだま しだろ う。)

!      おのれ                        はなは          すなわ                                I
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(意訳) 自分に才能がないのに、それでいて才能のある人に譲 らず、ひ どいのになると、
おとしい

その能力のある人を 陥 れ、危害を加 える。また自分が悪いことをしてお りながら、人が

善行をなすのを憎み、ひ どいのになると事実でないことを、あるように言い立てて罪に陥

れる。 自分が貧 しく賤 しい境遇にあるか らといって他人の富貴を憎み、ひ どいのになると

その富貴を傾けよ うとする。 この能力・行為・ 状況に対す る嫉妬 とい うものは、人が受け

る罪の中で最も重い刑 に値す るものである。

(余説) いずれ も痛いほど現実の世の中にみ られ る問題です。それだけに考えさせ られ、

反省 させ られ、救われ るよ うな気が します。 これが呻吟語のもつ妙味でしょうか。

カ トリック教会に、七つの大罪 と言われ る 「高慢・貪欲・ 嫉妬・憤怒・色欲・貪食 。

怠惰」があ り、嫉妬は二番 目です。まことに人間 とは 「罪深 き存在」です。

(参考) 『 ブッダの真理の言葉 感興の言葉』 中村元訳 (岩波書店 )

ものごとは心にもとづき、心を主 とし、心によつてつ くり出される

もしも汚れた心で話 した り行つた りす るならば、苦 しみはその人につき従 う

車を引く牛の足跡に車輪がついて行 くよ うに

ものごとは心にもとづき、心を主 とし、心によってつ くり出され る

もしも清 らかな心で話 した り行つた りす るな らば、福楽はその人につき従 う

影がそのか らだか らはなれないよ うに

「彼は我を罵った、彼は我 を害 した、彼は我 に打ち勝つた、彼は我か ら強奪 した

とい う思いを抱 く人には、恨みは己むことはない      (以 下略 )
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